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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成29年10月12日(2017.10.12)

【公開番号】特開2017-52960(P2017-52960A)
【公開日】平成29年3月16日(2017.3.16)
【年通号数】公開・登録公報2017-011
【出願番号】特願2016-205145(P2016-205145)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ  19/14     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/30     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/42     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/12     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/32     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/34     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/20     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/54     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ   19/14     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/30     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/42     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/12     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/32     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/34     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/20     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/54     　　　Ｚ
   Ｇ０２Ｆ    1/13     ５００　

【手続補正書】
【提出日】平成29年9月1日(2017.9.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
一般式（ｉ）
【化１】

（式中、Ｒｉ１は炭素原子数１から１０のアルキル基を表し、Ｒｉ１及びＲｉ２中の１個
又は非隣接の２個以上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立して－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－
Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－又は－ＣＯ－により置換されていても良く、また
、Ｒｉ１及びＲｉ２中に存在する１個又は２個以上の水素原子はそれぞれ独立してフッ素
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原子又は塩素原子に置換されていても良く、
Ｒｉ２はメチル基を表し、
Ａｉ１及びＡｉ２はそれぞれ独立してトランス－１，４－シクロへキシレン基、１，４－
フェニレン基、２－フルオロ－１，４－フェニレン基、３－フルオロ－１，４－フェニレ
ン基、３，５－ジフルオロ－１，４－フェニレン基、１，４－シクロヘキセニレン基、１
，４－ビシクロ［２．２．２］オクチレン基、ピペリジン－１，４－ジイル基、ナフタレ
ン－２，６－ジイル基、デカヒドロナフタレン－２，６－ジイル基又は１，２，３，４－
テトラヒドロナフタレン－２，６－ジイル基から選ばれる基を表し、
Ｚｉ１及びＺｉ２はそれぞれ独立して単結合、－ＣＨ２ＣＨ２－、－（ＣＨ２）４－、－
ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＦ２Ｏ－、－
ＣＨ＝Ｎ－Ｎ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ＝ＣＦ－又は－Ｃ≡Ｃ－を表し、
ｎｉ１及びｎｉ２はそれぞれ独立して０、１又は２を表し、ｎｉ１＋ｎｉ２は１以上であ
るが、ｎｉ１が２であってＡｉ１及びＺｉ１が複数存在する場合は、複数のＡｉ１は同一
であっても異なっていてもよく、複数のＺｉ１は同一であっても異なっていてもよく、ま
た、ｎｉ２が２であってＡｉ２及びＺｉ２が複数存在する場合は、複数のＡｉ２は同一で
あっても異なっていてもよく、複数のＺｉ２は同一であっても異なっていてもよい。）
で表される化合物を１種又は２種以上含有する誘電率異方性が負の液晶組成物。
【請求項２】
一般式（ｉ）において、Ａｉ１及びＡｉ２がそれぞれ独立してトランス－１，４－シクロ
へキシレン基、１，４－フェニレン基、２－フルオロ－１，４－フェニレン基又は３－フ
ルオロ－１，４－フェニレン基から選ばれる基である請求項１に記載の液晶組成物。
【請求項３】
一般式（ｉ）において、ｎｉ１が１又は２であり、ｎｉ２が０である請求項１又は２に記
載の液晶組成物。
【請求項４】
更に、一般式（Ｎ－１）、（Ｎ－２）及び（Ｎ－３）
【化２】

（式中、ＲＮ１１、ＲＮ１２、ＲＮ２１、ＲＮ２２、ＲＮ３１及びＲＮ３２はそれぞれ独
立して炭素原子数１～１０のアルキル基を表し、該アルキル基中の１個又は非隣接の２個
以上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立して－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－Ｓ－、－
ＣＯ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－によって置換されていてもよく、
　ＡＮ１１、ＡＮ１２、ＡＮ２１、ＡＮ２２、ＡＮ３１及びＡＮ３２はそれぞれ独立して
（ａ）　１，４－シクロヘキシレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接し
ていない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－に置換されていてもよい。）
（ｂ）　１，４－フェニレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ＝又は隣接していない
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２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置換されていてもよい。）及び
（ｃ）　ナフタレン－２，６－ジイル基、１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２
，６－ジイル基又はデカヒドロナフタレン－２，６－ジイル基（ナフタレン－２，６－ジ
イル基又は１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，６－ジイル基中に存在する１
個の－ＣＨ＝又は隣接していない２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置換されていても良い。
）
からなる群より選ばれる基を表し、上記の基（ａ）、基（ｂ）及び基（ｃ）はそれぞれ独
立してシアノ基、フッ素原子又は塩素原子で置換されていても良く、
　ＺＮ１１、ＺＮ１２、ＺＮ２１、ＺＮ２２、ＺＮ３１及びＺＮ３２はそれぞれ独立して
単結合、－ＣＨ２ＣＨ２－、－（ＣＨ２）４－、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＯＯ
－、－ＯＣＯ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＣＨ＝Ｎ－Ｎ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝ＣＨ
－、－ＣＦ＝ＣＦ－又は－Ｃ≡Ｃ－を表し、
　ＸＮ２１は水素原子又はフッ素原子を表し、
　ＴＮ３１は－ＣＨ２－又は酸素原子を表し、
　ｎＮ１１、ｎＮ１２、ｎＮ２１、ｎＮ２２、ｎＮ３１及びｎＮ３２はそれぞれ独立して
０，１，２又は３を表すが、ｎＮ１１＋ｎＮ１２、ｎＮ２１＋ｎＮ２２及びｎＮ３１＋ｎ
Ｎ３２はそれぞれ独立して１、２又は３であるが、ｎＮ１１及び／又はｎＮ１２が２又は
３であってＡＮ１１、ＡＮ１２、ＺＮ１１、ＺＮ１２が複数存在する場合は、それらは同
一であっても異なっていても良く、ｎＮ２１及び／又はｎＮ２２が２又は３であってＡＮ

２１、ＡＮ２２、ＺＮ２１、ＺＮ２２が複数存在する場合は、それらは同一であっても異
なっていても良く、ｎＮ３１及び／又はｎＮ３２が２又は３であってＡＮ３１、ＡＮ３２

、ＺＮ３１、ＺＮ３２が複数存在する場合は、それらは同一であっても異なっていても良
い。）
で表される化合物から選ばれる化合物を１種又は２種以上含有する請求項１から３のいず
れか一項に記載の液晶組成物。
【請求項５】
一般式（Ｎ－１）において、ＡＮ１１がトランス－１，４－シクロへキシレン基、１，４
－フェニレン基、２－フルオロ－１，４－フェニレン基、３－フルオロ－１，４－フェニ
レン基、３，５－ジフルオロ－１，４－フェニレン基、２，３－ジフルオロ－１，４－フ
ェニレン基、１，４－シクロヘキセニレン基、１，４－ビシクロ［２．２．２］オクチレ
ン基、ピペリジン－１，４－ジイル基、ナフタレン－２，６－ジイル基、デカヒドロナフ
タレン－２，６－ジイル基又は１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，６－ジイ
ル基であり、ＺＮ１１が－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＯＣＦ２－、－
ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＦ２ＣＦ２－又は単結合であり、ｎＮ１１が１，２又は３を表し、
ｎＮ１２が０である請求項４に記載の液晶組成物。
【請求項６】
一般式（Ｎ－１）において、ＡＮ１１及びＡＮ１２がトランス－１，４－シクロへキシレ
ン基、１，４－フェニレン基、２－フルオロ－１，４－フェニレン基、３－フルオロ－１
，４－フェニレン基、３，５－ジフルオロ－１，４－フェニレン基、２，３－ジフルオロ
－１，４－フェニレン基、１，４－シクロヘキセニレン基、１，４－ビシクロ［２．２．
２］オクチレン基、ピペリジン－１，４－ジイル基、ナフタレン－２，６－ジイル基、デ
カヒドロナフタレン－２，６－ジイル基又は１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－
２，６－ジイル基であり、ＺＮ１１及びＺＮ１２が－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＦ

２Ｏ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＦ２ＣＦ２－又は単結合であり、ｎＮ１

１及びｎＮ１２が１又は２である請求項４に記載の液晶組成物。
【請求項７】
一般式（Ｎ－１）、（Ｎ－２）及び（Ｎ－３）の含有量の総量が１０から９０質量％であ
る請求項５から６のいずれか一項に記載の液晶組成物。
【請求項８】
更に、一般式（Ｌ）
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【化３】

（式中、ＲＬ１及びＲＬ２はそれぞれ独立して炭素原子数１～１０のアルキル基を表し、
該アルキル基中の１個又は非隣接の２個以上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立して－ＣＨ＝Ｃ
Ｈ－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－によって置換されてい
てもよく、
　ｎＬ１は０、１、２又は３を表し、
　ＡＬ１、ＡＬ２及びＡＬ３はそれぞれ独立して
（ａ）　１，４－シクロヘキシレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接し
ていない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－に置換されていてもよい。）
（ｂ）　１，４－フェニレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ＝又は隣接していない
２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置換されていてもよい。）及び
（ｃ）　ナフタレン－２，６－ジイル基、１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２
，６－ジイル基又はデカヒドロナフタレン－２，６－ジイル基（ナフタレン－２，６－ジ
イル基又は１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，６－ジイル基中に存在する１
個の－ＣＨ＝又は隣接していない２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置換されていても良い。
）
からなる群より選ばれる基を表し、上記の基（ａ）、基（ｂ）及び基（ｃ）はそれぞれ独
立してシアノ基、フッ素原子又は塩素原子で置換されていても良く、
　ＺＬ１及びＺＬ２はそれぞれ独立して単結合、－ＣＨ２ＣＨ２－、－（ＣＨ２）４－、
－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＦ２Ｏ－、
－ＣＨ＝Ｎ－Ｎ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ＝ＣＦ－又は－Ｃ≡Ｃ－を表し、
　ｎＬ１が２又は３であってＡＬ２が複数存在する場合は、それらは同一であっても異な
っていても良く、ｎＬ１が２又は３であってＺＬ２が複数存在する場合は、それらは同一
であっても異なっていても良いが、一般式（ｉ）で表される化合物、一般式（Ｎ－１）、
一般式（Ｎ－２）及び一般式（Ｎ－３）で表される化合物を除く。）
で表される化合物から選ばれる化合物を１種又は２種以上含有する請求項１～７のいずれ
か一項に記載の液晶組成物。
【請求項９】
重合性化合物を１種又は２種以上含有する請求項１～８のいずれか１項に記載の液晶組成
物。
【請求項１０】
２５℃における誘電率異方性（Δε）が－２．０から－８．０の範囲であり、２５℃にお
ける屈折率異方性（Δｎ）が０．０８から０．１４の範囲であり、２５℃における粘度（
η）が１０から５０ｍＰａ・ｓの範囲であり、２５℃における回転粘性（γ１）が６０か
ら２０００ｍＰａ・ｓの範囲であり、ネマチック相－等方性液体相転移温度（ＴＮＩ）が
６０℃から１２０℃の範囲であり、弾性定数（Ｋ３３）が１０．０から２０．０の範囲で
ある請求項１から９のいずれか１項に記載の液晶組成物。
【請求項１１】
請求項１から１０のいずれか１項に記載の液晶組成物を用いた液晶表示素子。
【請求項１２】
請求項１から１０のいずれか１項に記載の液晶組成物を用いたアクティブマトリックス駆
動用液晶表示素子。
【請求項１３】
請求項１から１０のいずれか１項に記載の液晶組成物を用いたＶＡモード、ＰＳＡモード
、ＰＳＶＡモード、ＩＰＳモード、ＦＦＳモード又はＥＣＢモード用液晶表示素子。
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